
平成１７年（２００５年）４月２４日 市　議　会　だ　よ　り　　４こだいら

一般質問

 
津
本
裕
子
議
員
（
公
明
）　

�
市
民

菜
園
と
生
き
が
い
菜
園
の
利
用
状
況

は
。
ま
た
、
近
隣
市
の
動
向
は
。

　

�
整
備
に
差
が
生
じ
て
い
る
が
、

市
の
見
解
は
。

　

�
市
民
菜
園
の
役
割
な
ど
を
ど
の

よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

　

�
農
業
従
事
者
と
の
連
携
等
に
よ

っ
て
有
意
義
な
交
流
が
生
ま
れ
、
と

も
に
発
展
が
望
め
る
の
で
は
。

市
長　

�
市
民
菜
園
は
わ
ず
か
ず
つ

減
っ
て
お
り
現
在
は
５
か
所
、
千　
３３

区
画
と
な
っ
て
い
る
。
生
き
が
い
菜

園
は
２
か
所
で　

区
画
あ
る
。
近
隣

１９５

市
で
は
こ
の
数
年
、
お
お
む
ね
横
ば

い
で
あ
る
。

　

�
区
画
面
積
の
差
は
、
要
望
の
強

か
っ
た
面
積
の
増
を
図
っ
て
、
環
境

の
整
備
を
図
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

�
み
ず
か
ら
野
菜
等
を
つ
く
る
こ

と
で
、農
業
を
考
え
る
機
会
に
な
る
。

市

民

菜

園

を

地
域
農
業
の
広
が
り
の
中
に

　

�
農
業
者
と
市
民
の
交
流
に
重
点

を
置
い
た
新
た
な
運
営
の
仕
組
み
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

 
橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）　

�
単
発

事
業
以
外
に
、
過
去
５
年
間
ど
の
よ

う
な
補
助
を
行
っ
た
か
。

　

�
例
え
ば
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
ご
み
減
量
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

た
商
店
会
事
業
を
検
討
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
、
商
店
会
、
行
政
等
で
ス

タ
ー
ト
で
き
な
い
か
。

市
長　

�
イ
ベ
ン
ト
や
ハ
ー
ド
事
業

を
除
き
、
平
成　

年
度
か
ら　

年
度

１１

１５

ま
で
に　

件
あ
る
。
内
容
は
先
進
商

１１

店
街
視
察
、
一
店
逸
品
運
動
事
業
、

空
き
店
舗
活
用
事
業
等
で
あ
る
。

　

�
現
在
、
特
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

設
置
す
る
考
え
は
な
い
が
、
既
に
商

店
会
に
対
し
、
新
た
に
継
続
的
な
効

果
の
あ
る
取
り
組
み
を
す
る
よ
う
働

き
か
け
て
い
る
。

商
店
街
活
性
化
の
た
め
の

横
断
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
を

華
表　

暁
議
員
（
共
産
）　

�
近
隣

市
の
Ｆ
Ｍ
放
送
の
活
用
は
。

　

�
近
隣
市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に

よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
。

　

�
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の

市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
公
開
性

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
。

市
長　

�
西
東
京
市
や
武
蔵
野
市
等

で
は
、
地
域
の
Ｆ
Ｍ
放
送
局
に
５
分

か
ら　

分
間
、
市
の
お
知
ら
せ
を
伝

１５

え
る
番
組
を
持
ち
、
１
日
１
、
２
回

か
ら
６
回
程
度
放
送
し
て
い
る
。

　

�
立
川
市
や
武
蔵
野
市
等
で
は
、

　

分
か
ら　

分
ほ
ど
の
市
の
お
知
ら

１０

１５

せ
や
各
種
行
事
を
伝
え
る
番
組
を
１

日
３
、
４
回
程
度
放
送
し
て
い
る
。

　

�
市
報
で
は
各
種
の
行
政
情
報
な

ど
を
限
ら
れ
た
紙
面
の
中
で
わ
か
り

や
す
く
掲
載
し
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
提
供

に
心
が
け
て
い
る
の
で
、
そ
の
役
割

は
果
た
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

 
原　

邦
彦
議
員
（
公
明
）　

�
構
造

改
革
特
区
の
活
用
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

�
市
の
特
性
を
生
か
し
た
事
業
に

向
け
、
構
造
改
革
特
区
を
提
案
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　

�
市
内
商
工
業
者
や
農
業
団
体
及

び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
に
、
意
見
や
提
案

を
求
め
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

�
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

特
色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
構
造
改
革
特
区
の
活
用
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
は
、
有
益
な
こ
と

と
考
え
る
。

　

�
具
体
的
に
提
案
す
る
も
の
は
な

小

平

市

に

お

け

る

構
造
改
革
特
区
の
活
用

い
が
、
全
国
的
な
規
制
緩
和
と
し
て

展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
も

あ
る
の
で
、
こ
れ
を
活
用
す
る
観
点

か
ら
も
検
討
を
続
け
た
い
。

　

�
市
に
特
有
な
具
体
的
事
業
を
展

開
し
て
い
く
中
で
民
間
事
業
者
等
と

連
携
し
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
と

い
う
場
面
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

 
永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）　

�
行
政

事
務
に
お
け
る
汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
の
導
入
等
経
緯
は
。

　

�
ソ
フ
ト
更
新
時
の
経
費
は
。

　

�
自
前
サ
ー
バ
ー
を
採
用
し
た
場

合
の
経
費
試
算
は
。

　

�
将
来
は
導
入
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

�
昭
和　

年
度
に
導
入
し
、

６０

住
民
記
録
シ
ス
テ
ム
を
稼
動
し
た
。

昭
和　

年
度
に
国
民
健
康
保
険
シ
ス

６１

テ
ム
等
、
昭
和　

年
度
に
福
祉
関
係

６２

業
務
シ
ス
テ
ム
、
平
成
２
年
度
に
印

鑑
登
録
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
以
降

現
状
機
能
の
維
持
の
た
め
保
守
・
改

修
を
加
え
、　

課　

業
務
に
情
報
処

２５

６０

理
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　

�
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
更
新
は
業
務

委
託
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
が
、
こ

の
５
年
間
更
新
業
務
の
発
注
は
な
い
。

　

�
１
億
８
千
万
円
程
度
で
、
現
行

よ
り
２
割
ほ
ど
減
に
な
る
。た
だ
し
、

導
入
経
費
が
４
億
円
程
度
別
途
必
要

に
な
る
。

　

�
有
力
な
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、

引
き
続
き
研
究
し
て
い
き
た
い
。

 
佐
藤　

充
議
員
（
共
産
）　

�
管
理

委
託
制
度
と
の
違
い
は
。

　

�
い
つ
ま
で
に
、
ど
の
施
設
に
指

汎
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か
ら
自
前
の

サ
ー
バ
ー
立
ち
上
げ
が
で
き
な
い
か

指

定

管

理

者

制

度

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
考
え
か
。

　

�
制
度
導
入
に
よ
り
、
市
民
に
対

す
る
市
の
責
任
が
薄
れ
る
な
ど
の
指

摘
も
あ
る
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　

�
施
設
利
用
の
有
料
化
、
利
用
料

の
引
き
上
げ
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

つ
な
が
ら
な
い
か
。

市
長　

�
株
式
会
社
等
の
民
間
営
利

会
社
も
、
議
会
の
議
決
を
経
て
指
定

が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
等
で
あ
る
。

　

�
現
在
管
理
運
営
を
委
託
し
て
い

る
施
設
は
、
原
則
と
し
て
平
成　

年
１８

度
当
初
か
ら
移
行
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
る
。

　

�
市
は
指
定
管
理
者
に
対
し
て
は
、

事
業
報
告
書
を
提
出
さ
せ
る
な
ど
、

管
理
事
務
を
監
督
す
る
の
で
責
任
が

薄
れ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

�
施
設
の
適
正
な
管
理
を
確
保
す

る
仕
組
み
を
整
備
し
た
上
で
、
多
様

化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
、
よ
り
効
果

的
・
効
率
的
に
対
応
で
き
る
団
体
を

指
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
な
ど
は
な
い
と
考
え
る
。

 
西　

克
彦
議
員
（
共
産
）　

�
市
長

に
、
改
め
て
核
廃
絶
の
意
思
表
明
を

し
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

　

�
そ
う
し
た
表
明
を
宣
言
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

ま
た
、
行
政
施
策
と
し
て
あ
ら
わ
す

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

�
我
が
国
は
唯
一
の
被
爆
国

と
し
て
、
核
兵
器
が
人
類
に
も
た
ら

す
悲
惨
さ
を
全
世
界
に
伝
え
る
重
要

な
役
目
を
担
っ
て
い
る
。
広
島
や
長

崎
の
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返
し
て
は

な
ら
ず
、
核
兵
器
廃
絶
は
平
和
を
求

め
る
全
人
類
の
願
い
と
と
ら
え
、
そ

の
実
現
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

　

�
昭
和　

年
に
小
平
市
非
核
都
市

５８

宣
言
が
市
議
会
で
決
議
さ
れ
て
お
り
、

改
め
て
宣
言
す
る
考
え
は
な
い
。
し

か
し
、
何
ら
か
の
形
で
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
す
る
こ
と
は
考
え
た
い
。
平

和
に
対
す
る
市
民
の
思
い
や
考
え
方

戦

後　

年

６０

核
廃
絶
の
意
思
表
明
を

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
自
主
的
、
自

発
的
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
平
和

へ
の
流
れ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の

と
考
え
る
。

  
鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）　

�
実

施
予
定
の
小
児
初
期
救
急
体
制
は
。

　

�
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
の
業
務
と
運
営
形
態
は
。

　

�
学
童
ク
ラ
ブ
運
営
に
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
。

市
長　

�
健
康
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し

て
い
る
平
日
準
夜
応
急
診
療
を
拡
充

し
て
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
小

児
科
専
門
医
、看
護
師
等
を
配
置
し
、

午
後
７
時　

分
か
ら　

時　

分
の
時

３０

１０

３０

間
帯
に
対
応
す
る
。

　

�
育
児
を
援
助
し
た
い
会
員
が
、

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
会
員
の
子

ど
も
を
保
育
園
等
の
終
了
後
に
預
か

る
な
ど
、
会
員
に
よ
る
育
児
の
相
互

援
助
活
動
を
支
援
し
、
市
民
と
の
連

携
を
図
る
も
の
で
、
社
会
福
祉
法
人

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
業
務
委
託
を
考

え
て
い
る
。

　

�
現
在
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今

後
も
効
率
的
で
効
果
的
な
運
営
に
努

め
て
い
き
た
い
。

 
住
田
景
子
議
員
（
緑
ネ
）　

�
配
偶

者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者

の
保
護
に
関
す
る
法
律
、
い
わ
ゆ
る

Ｄ
Ｖ
防
止
法
が
、
昨
年　

月
に
一
部

１２

改
正
さ
れ
、
市
町
村
の
責
務
が
拡
大

し
た
が
、ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
。

児 童児　童

女 性女　性

小
児
初
期
救
急
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
、
学
童
ク
ラ
ブ

Ｄ
Ｖ
被
害
者
を
救
お
う

　

�
被
害
者
支
援
の
た
め
に
速
や
か

な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

関
係
各
課
の
情
報
の
共
有
化
や
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
必
要
で
は
な

い
か
。

市
長　

�
Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
社
会
に
浸
透
し
て
き
た
こ

と
と
、
深
刻
な
被
害
の
防
止
や
救
済

の
た
め
の
対
応
が
一
層
必
要
と
な
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
市
町
村
で
も
支

援
の
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

等
の
規
定
が
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し

て
い
る
。

　

�
母
子
自
立
支
援
員
と
の
連
携
は
、

既
に
Ｄ
Ｖ
相
談
フ
ロ
ー
を
定
め
基
本

的
な
形
が
確
立
し
て
い
る
。
児
童
女

性
部
と
健
康
福
祉
部
で
共
通
認
識
を

持
ち
事
務
に
当
た
っ
て
い
る
が
、
関

連
部
署
の
連
絡
調
整
は
さ
ら
に
密
に

行
っ
て
い
く
。

 
斉
藤　

進
議
員
（
フ
ォ
）　

�
公
立

保
育
園
の
延
長
保
育
を
夜
８
時
ま
で

延
長
で
き
な
い
か
。

　

�
保
育
園
で
預
か
る
子
ど
も
１
人

当
た
り
の
公
費
負
担
と
同
額
の
補
助

金
を
支
給
し
、
家
庭
で
育
児
が
で
き

る
機
会
を
つ
く
れ
な
い
か
。

　

�
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
所

得
制
限
撤
廃
は
就
学
前
ま
で
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

市
長　

�
現
在
、
公
・
私
立
の
認
可

保
育
所
で
は
、
当
面
午
後
７
時
ま
で

の
延
長
保
育
を
目
標
と
し
て
対
応
に

�
子
育
て
・
女
性
相
談
室

（
健
康
セ
ン
タ
ー
１
階
）

努
め
て
い
る
。

　

�
仕
組
み
の
検
討
は
必
要
と
認
識

し
て
い
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も

あ
る
た
め
、
近
隣
市
と
も
連
携
し
な

が
ら
国
や
都
に
対
し
て
意
見
等
を
伝

え
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

�
現
在
、
４
歳
未
満
児
ま
で
の
所

得
制
限
を
撤
廃
し
、
将
来
的
に
は
中

学
生
ま
で
実
施
し
た
い
と
の
思
い
を

持
っ
て
い
る
。

 
立
花
隆
一
議
員
（
公
明
）　

�
新
年

度
か
ら
始
ま
る
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
に
対
す
る
見
解
は
。

　

�
次
世
代
育
成
支
援
推
進
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
施
策
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
。

　

�
子
育
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
と
の
連

携
が
必
要
だ
が
、
市
の
見
解
は
。

　

�
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
等
の
確
保

等
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

�
「
安
心
、
い
き
い
き
、
健

や
か
な
子
育
て
・
子
育
ち
・
親
育
ち

が
で
き
る
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し

て
策
定
し
、
全
庁
的
な
体
制
の
も
と

に
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

　

�
い
ず
れ
の
事
業
も
早
期
に
実
施

す
る
考
え
で
あ
る
。
コ
ン
セ
プ
ト
は

行
動
計
画
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
子

育
て
中
の
す
べ
て
の
家
庭
を
支
援
し

ま
す
」
等
で
あ
る
。

　

�
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
考
え
る
。

　

�
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
等

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
開
催

し
、
人
材
を
確
保
し
て
い
る
。

 
斎
藤　

敦
議
員
（
フ
ォ
）　

�
保
育

施
設
に
よ
っ
て
異
な
る
第
２
子
以
上

の
保
育
料
減
免
額
を
、
す
べ
て
の
保

育
施
設
の
減
免
総
額
を
減
免
対
象
世

帯
で
割
り
返
し
て
決
め
て
は
ど
う
か
。

　

�
�
の
よ
う
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
減

免
額
に
な
る
か
。

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

多
様
な
子
育
て
支
援
を

保
育
施
設
に
よ
り
保
育
料
減
免
額
は

異
な
っ
て
い
な
い
か

行

政

一

般

行　

政　

一　

般

産

業

振

興

産　

業　

振　

興

市
長　

�
保
育
料
等
の
負
担
に
か
か

わ
る
検
討
は
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
た
め
、
今
後
の
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
あ
り
方
検
討
懇
談
会
で
の
検
討
内

容
等
も
踏
ま
え
、
総
合
的
に
地
域
実

情
に
合
わ
せ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
負

担
の
あ
り
方
を
見
直
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

�
保
育
料
適
用
階
層
区
分
に
と
ら

わ
れ
ず
、す
べ
て
第
２
子
と
み
な
し
、

単
純
平
均
し
た
金
額
を
補
助
す
る
場

合
、
月
額
約
７
千
９
百
円
の
定
額
補

助
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
認
証
・
認

定
の
各
保
育
施
設
を
利
用
す
る
児
童

に
対
す
る
補
助
金
は
増
額
と
な
る
が
、

認
可
保
育
所
入
所
児
童
で
は
、
所
得

税
額
の
高
い
階
層
で
保
育
料
負
担
が

必
然
的
に
ふ
え
る
こ
と
に
な
る
。収穫が楽しみな市民菜園（上）と

生きがい菜園（下）

市政市政を問を問うう
�
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議員が議案以外に市の行政全般にわたり、市長や教育長などに説明や報告を求め、また所信をただすことです。適正な行政運営を行う上で、
その役割は重要です。ここでは、２１人の議員からの質問のうち、１人３件までその要旨を掲載しました。

一般質問とは

（政和）＝政和会　　　　　　（緑ネ）＝緑・ネット

（公明）＝市議会公明党　　　（共産）＝日本共産党小平市議団

（フォ）＝フォーラム小平一一般般質質問問一般質問一般質問
小
平
市
の
行
政
情
報
を

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
公
開
し
よ
う

子

育

て

支

援

の

大

胆

強

化

を


